
個別研究

保健指導からみた諸問題：子どもの発達と母子関係の繕続的考察
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1　目的

　愛育会保健指導部では、子どものバーソナリティーの

円満な発達と調和的な母子関係の形成を願って、昭和55

年以来、保健指導体制の中で、幼児前期までに3回の定

期心理相談を実施している。そこで、子どもの発逮や母

子関係の様相及び問題を継続的な視点でとらえ、検討す

ることにより・子どもの健全な発達岸かかわる母子関係

や養育のあり方を探ろうとした・

　今回は、9～mか月時点で行った初回の心理相談の結

果と、同時に実施している育児にっいてのアンケート調

査から、乳児をもつ母親の育児意識の実態と問題点を把

握し、その背景を明らかにする。そして、これらが今後

の発達や母子関係にどのような影響を及ぼすか追跡的に

検討する予定である。

i【　方法

　心理相談では発達テストを行いながら母子の状態を観

察し、母親から日常の生活を聴き、心配に応えて相談、

助言指導を行っている。この際、育児についてのアンケ

ート調査（内容は表2に表現を簡略化して示した）を実

施している。来所時に調査用紙を渡し、3段階評定で母

親自身が記入するものであり、來所者全員から回答を求

めている。

　この報告は、心理相談の記録とアンケート調査の結果

を分析したものであり、調査対象は60球11月から62年3

月までに心理相談を受けた1000名である。

　調査対象の特性及び背景は表1に示した通りである。

第1子が最も多＜、母親の年齢は25歳～34歳が82％を占

めており、大学卒以上の高学歴のものが45％で最も多い

のが特長であって、専業主婦が多かった。

　対象児の育児以前に、乳幼児の世話をしたり、身近で

　　　　　　　　　　　　　セ生活した経験のないものが40％を占めており・これを第

1子に限ってみると69％が子どもとのふれあいの未経験

者であった。

皿　結果

　1　アンケート結果からみた育児意識

　母親の育児の状況をアンケ7卜結果からみたものが表

2である。全般に肯定的な回答が過半数を占めている項

目が多くなっていて、積極的、肯定的に育児を受け止め

ており、概して良い母子関係と育児環境が整えられてい

表1　対象の特性　　N置1000

子ども　　　　　　　％ 母親　　　　　％
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．4
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．9 職業 あり

し

16．亘

3．9
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．且
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．6
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るということカ‘できる。

　このような傾向の中で、6）母親から誘いかけて遊び

相手をする、m）遊び相手をすることが楽しく、楽しい

遊びを見つけだしてやれる、ものは少なく、子どもの遊

びに対する母親の認識や関わりは必ずしも十分ではなか

った。

　各項目間の関連を分析した結果、育児に不安や迷いが

なく、育児を楽しく張りあいがあると受け止めているも

のは、子どもの要求に受容的であり（項目8、9、10）

子どもの活動経験（4、5、6、7）にも肯定的な傾向

が認められた。

　また、項目1～3を子どもの状態、4～7を活動経験

への対応・8～mを要求の受容、U～12を育児の姿勢、

亘3～15を周囲の協力として、それぞれ得点問の相関係数

により相互の開連を検討した。育児の姿勢と子どもの要

求の受容の問ではe．354で関連が見られた。

　2　育児に影響を及ぼす条件

　母親の育児の状態を対象の特性などいくつかの条件と

関連させて分析した。表3はそのうち有意差が認められ

た条件を示したものである。育児意識や子どもへの対応

表2　育シ尼意識　　 N＝ioOO

　　　　　　　　母の自己評価

ンケート項目

少ない

　定

どちら
もい
ない

多　い

　定

亙　子どもは機嫌よいことが多い 3．1％ 26．3％ 70．6％

2　元気で活動的である 】3．7 30．了 55．5

3　順調に育っている 9．0 22．8 58．2

4　子どもの活動に許容的である 3．7 31．6 64．7

5　自由な活動の場がある 4．7 19．0 76．3

6　誘いかけて遊び相手をする 37．9 56．3 5．7

7　散歩や他の子とのふれあい 13．5 42．0 44．5

8　氣持や要求が汲みとれる 1．9 42．1 56．0

9　甘えや要求に応じてやる 2．8 52．1 45．1

10　子どもと楽しく遊べる 4．4 73．6 22．0

U　　薄児は楽しく張りあいがある 3．8 36．輩 59．9

且2　育児に不安や迷いはない 3．9 72．i 24．0

13　夫は育児に協力的である 6．2 32．4 61．3

14　夫とよく話し合っている 2．9 3璽．6 65．5

15　家族の意見は一致している 4．7 50．4 44．9

怖　近所に話し合える人がいる 14．1 18．0 67．9

のしかたなどに最も影饗を及ぽしているのは、育児以前

に乳幼児に接した経験の有無と、子どもの出生順であっ

た。

　育児以前に乳幼児と接した経験のないものは、子ども

を元気で活動的であると受けとめ（62沿5眠）、甘えや

要求に応じてやり（49％〉4隅）、夫は育児に協力的であ

る（66沿5㍑）割合が高くなっていた。その反面で、子ど

もは機嫌がよいことが多い（66駅74％）、順調な発達を

している（騒％（71％）と受けとめているものや、子とも

に自由な活動の場を与え、子どもの気持や要求を汲みと

ってやれるもの（43％く6嬬）、育児は大変だが楽しく張

りあいがあると感じているもの（57双6跳）は、いずれ

もその割合が低く、とくに、どのように相手をしたら良

いか分からず、うまく遊んでやれない〔8％＞2％）、近所に

話し相手がいない（20％〉1眺）などが多く、育児への不

安や戸惑いが表われていた。

　出生順による差がみられたのは、子どもは元気で活動

的（60％〉49％〉4嬬）、夫は育児に協力的（69％〉50％〉44沿

であるは、第1子が最もその剛合が高く、2子、3子の

順になり、子どもの気持や要求が汲みとってやれるのは

　　　　逆に3子、2子、1子の噸になっていた．

　　　　　また．1子では2、3子に比べ子どもや育児

　　　　のことを夫とよく話し合っているが、近所に話

　　　　し相手がいる割合は少なく、2子は1子、3子

　　　　に比べ自由な活動の場が与えられているが、甘

　　　　えや要求に応じてもらうことは少なく、3子は

　　　　戸外に出たり他の子との触れ合いが少なくなる

　　　　など、出生順により母親の対応は微妙に違って

　　　　いて、子どものおかれている育児環境には差が

　　　　みられた。

　　　　　祖父母の同居にっいては、意見の不一致、育

　　　　児に不安や迷い、地の子との触れ合い、近所の

　　　　話し相手の存在などで、むしろ否定的な傾向が

　　　　みられた。これは母親が自分の考えで育児をし

　　　　ようとするとき、祖父母の存在が．意見の不一致

　　　　やそれによる迷いを生じさせたり、近所との触

　　　　れあいを広げにくい条件になっていると考える

　　　　ことができるのではないだろうか。

　3　心理相談の所見

　心理相談で発達上の問題を疑われたものは43

名（4．3％）であり、その内容は、全体的にやや遅

れがみられるものH名、運動発達の遅れ16名が

あり、他は外界への関心が希薄なもの、対人行

動の発達の遅いものなどであった。
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表3　育児に影響を及ぼす条件 宰：P〈0．05榊：P〈0，01　桝IP（0．005

■　｝　　　　　　条件アンケート項目

孟勘 酵鯉 礫醐接 男罷 羅の 羅の．． 麟9

互　子どもは機嫌よい 有〉無　冨 高く短く大

2　元気で活動的 男〉女“竃 1〉2＞3車軍塞 有（無麟”

3　順調に育っている 有＞無曜”

4　活動に許容的

5　自由な活動の場 1く2〉3嘱“ 有〉無　官 有く無

6　母からの遊び相手

7　他の子と触れ合い 1．2＞3［ 有（無富

8　気持、要求の理解 1（2〈3“塞 有〉無“軍軍

9　甘え、要求の受容 D2（3軍” 有く無　“

m　楽しく遊べる 有〉無“冨

U　育児は楽しい 有〉無　“ 高く短〉大

12　育児の不安、迷い 有〉無　置 有く無軍 高〉短大

13　夫は育児に協力的 1〉2〉3一 有く無“軍 20〉25＞30＞35盲

国　夫との話し合い D2．3“

且5家族の意見の一致 有く無”

16　近所の話し相手 K〈2．3〒軍 有〉無富“ 有く無軍竃

表4　心理相談所見と出生順　　P〈0．Ol

相談所見 問題なし 発達上の 養育上の
問題 問題

出生順 N　　覧 N　　％ N ％

第1子 55890．1 20　3．2 49　 7．9

第2子 27685．4 聖3　5．6 40　12．4

第3子 4279．2 5　9、4 9　17．o

表5　心理相談所見と出生時の問題　　P（0．00正

相談所見 問題無し 発達上の 養育上の
出生時 問題 問題
の問題 閥　一％ N　％ N　　％

問題なし 79588．6 30　3．3 90匝0，0

在胎37週未満 1770．8 729．2 2　8．3

25009未満 4072．7 U　20．0 7i2．7

出生時仮死 3597．2 1　2．8

その他 7”．8 222．2 亘11－i

衰6　心理相談の所見とアンケートからみた育児

少ない どちらと 多 い

アンケート項目 心理相談所見 否　定 もいえぬ 肯　定
醤　　　％ 糎　　　％ N　　　％

2　元気で活動的 問題なし 11813．6 25429，．3 49657．且
である　　将 発達上の問題 U　25．6 匡944．2 旦330．夏

3　順調に育って 問題な．し 56　6．4 1892且．6 62871．9
いる 発達上の問題 1739．5 1330．2 主330．2

ホ＊零 養育上の問題 2323．5 2828．6 4748．0

4　活動に許容的 問題なし 28　3．2 2753艮．5 57旦65，3
である　　＊ 養育上の問題 9　9．2 3434．7 5556．1

5　自由な活動の 問題なし 37　4．2 164夏8．7 67477．0
場がある　ホ 養育上の問題 亘010．2 212艮．4 6768．4

U　育児は楽しく 問題なし ：28　、3．2 31035．6 5336旦．2
張りあいがあ 発達上の問題 4　 9．3 ，1637．2 一2353，5
る　　　　　＊ 養育上の問題 8　8．2 3939．8 5152．0

夏2　育児に不安や 問題なし ’30　3．4 62271，隻 23325．5
迷いはない艸 養育上の問題 9　 9．4 7376．0 14　皇4．6

夏3　夫は育児に協 問題なし 48　5．5 28833．1 5336更．3
力的である 発達．上の問題 511．6 里227．9 2660．5

激 養育上の問題 亙212．2 2525．5 16162．2

田　家族の意見は 問題なし 34　3．9 43650．1 49046．0
一致　　零糧 養育上の問題 1313．4 5051．5 3435．且

　また・養育上の問駆を疑われたものは

98名（9．8％）であり、この中では母子交

、流の不足が心配されたもの52名、不安や

焦りなどで交流に調和を欠ぐ・もの30名が

目立っていた。

　心理相談の所見と対象の背景の関連を

分析した結果、有意差が認められたもの

は、 出生順位で1子に比べ2、3予に母

子交流の不足など養育上の問題が多く、

　（表4）出生時の状況では、在胎37週未

満、出生体重2500g未満のものに発達上

の問題が多くなっていた。 （表5）

　心理相談の所見とアンケート項目を関

連させてみたものが表6である。心理相

談で問題なしと判定されたものと比較し
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て有意差のみられた項目のみを示した。問題なしの群に

比べ発運上の問題が疑われたものでは、項目2、3、旦1

13、に否定的な反応が多く、養育上の問題を疑われたも

のでは項目3、4、5、U、12、B、15、に否定的な反

応が多くなっていた。このような否定的反応は全体的に

みれぱその割合は小さいものであるが、この中に発達や

養育上の問題をもつものが見られるところから、健診や

指導を考えるうえで見過ごしてはならない視点であると

いえよう。

【V　要約

　9～mか月時点で心理相談を受診したmOO名について

心理相談とアンケート調査から母親の育児意識と問題点

をとらえた。

　全般的には肯定的。積極的に育児を受けとめている創

合が高く、良好な育児環境が整えられていた。

　その中で・育児以前に乳幼児と接した経験のない母親

は⑳％を占め、子どもへの対応に不安や戸惑いを感じて

いる割合が高かった。

　子どもの出生順により育児意識や親の対応には微妙な

差がみられた。

　心理相談の結果、発達上の問題4．3％、養育上の間題

9惑％がみられた・発達上の問題は在胎37週未満、出生

体重2500g未満にその翻合が多く、養育上の問題は2、

3子に母子交渉の不足を心配されるものが多かった。

　心理相談所見とアンケート調査との関連では、発達上

の問題を疑われたものは項目2、3、n、正3、に、養育

上の問題を疑われたものは項目3、4、5、U、12、、13

良5にそれぞれ否定的反応をした割合が高かった。

Problems　from　the　viewpoint　of　tLe　I｛ealtむGuidance

伽㎞uo疑sResearch㎞C圃Developme舳dMaむem舳dC皿dRela粧ons誠P

一　1Child　Rea嫉馳g　Feeling　of　Mothe熔Who　Have9－10Months　Old　Child【en

Takeko　MOCH㎜KI

Fu面MORI．Keiko　KAWAMS田

We　conside爬d　aboutεhe　child　rea戚ng　fee1血g8ロtd　pmbiems　of1，000mother8who　have

9－10　months　old　children　伽rough　the　psychologic孤　guid｛mce　and　the　q睦estionnair．

Inge蹴era1，alargepmp・rti・nofm・山ers’feeling・fthecMdrea血】gwasp。si戯ve，and

the　8atisf＆cto【y　rear血g　e画viro㎜en七was　provided．

Of　an　mot転ers，40percents　were　those　who　had　no　experience　of　contact　with　infan糖

bef。retheirc皿d㎎鱒09，㎝dm町・f惚・semothe聡feltsomewhata皿e敬副c。nfusion
towarαtheir　relahons1亘p　with　their　c凪dren．

Subtledifferencew邸f・㎜d加theirrea戚ngfee1蛇㎝drela嫉onsh貢pwit熱the五rch藍dren
in　＆ccorda皿ce　w唾th　亀he　birth　order　of　ch双dren．

Fmmぬep昭ch・1・蔀cGlviewpoi廊，developmen楓pPoblemwa8sh・wnby4．3弘，㎝dc皿d

re鱒ngPmbiemby9，8％，Ch重d聡nwh・sefe堀agehadbeen㎜der37wee㎏andwho8e
b重rth　wei8ht　had　been　under2500　gra㎜es　had　mo爬　deveiopmental　p睡oblems，ahd　ch戴d爬n

who8e　birth　o川er　were　second　or　third　had　more　rearing　Problems　in　wh三cb　むheir

matemahmdchiidinteでactionswerewor嫉edεobeunsufficient．

ASf・rtheassocia娠・nbetweenthe瞬ch・1・gica1煽ewp・㎞t㎝dques価o皿面聯e，

developmental　pmblems　were　more　a8sociated　with　ne8ative　responces　to　the　item　No．2．3

11　and　13，　and　rea血g　p【、Dblems　▽オth　tho8e　to　　tLe　item　No．　3．4．5．11．12　and　I3　0f

questio皿田肥．
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